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「
第
₆₆
回
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
」実
施

第
₂₁
回
ゆ
が
わ
村
民
芸
能
発
表
会

　

７
月
１
日（
金
）の
早
朝
、
社
会
を

明
る
く
す
る
運
動
の
街
頭
キ
ャ
ン
ペ

ー
ン
を
保
護
司
会
並
び
に
更
生
保
護

女
性
の
会
を
中
心
と
し
た
実
施
委
員

会
で
実
施
し
ま
し
た
。

　
Ｊ
Ｒ
笈
川
駅
と
佐
野
バ
ス
停
、
中

ノ
目
バ
ス
停
、
村
内
小
中
学
校
の
校

門
前
で
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
等
を
配
布
し
、

犯
罪
や
非
行
の
な
い
明
る
い
社
会
づ

く
り
を
呼
び
か
け
る
と
と
も
に
、
小

中
学
校
の
校
長
先
生
と
懇
談
し
ま
し

た
。

　

終
了
後
、
役
場
を
訪
問
し
、
内
閣

総
理
大
臣
並
び
に
県
知
事
か
ら
の
協

力
依
頼
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
兼
子
康
雄

保
護
司
会
長
か
ら
三
澤
村
長
に
伝
達

し
、
懇
談
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
７
月
４
日（
月
）の
早
朝
と

７
月
15
日（
金
）の
夕
方
、
広
報
車
に

よ
る
村
内
広
報
を
実
施
し
ま
し
た
。

保
護
司
会
と
更
生
保
護
女
性
の
会
の

皆
さ
ん
、
そ
し
て
湯
川
中
学
校
の
生

徒
さ
ん
に
も
ご
協
力
を
い
た
だ
き
、

呼
び
か
け
を
行
い
ま
し
た
。

　

ご
協
力
を
い
た
だ
い
た
中
学
生
は

次
の
皆
さ
ん
で
す
。

兼
子　

唯
杜
さ
ん
（
五
丁
ノ
目
）

齋
藤　

夏
葵
さ
ん
（
勝
常
）

一
重　

直
也
さ
ん
（
浜
崎
）

玉
川　

龍
昇
さ
ん
（
勝
常
）

久
下　

美
結
さ
ん
（
三
島
）

柏
木　

純
翔
さ
ん
（
三
島
）

青
木　
　

陽
さ
ん
（
上
樽
川
）

髙
橋　
　

雛
さ
ん
（
勝
常
）

勝常小学校での啓発活動

三澤村長へメッセージ伝達

湯川中学校での啓発活動 笈川小学校での啓発活動

「村長との
対話の日」
平成28年

8月10日（水）
時間：9時〜正午まで
場所：村長室

　

第
21
回
と
な
る
ゆ
が
わ
村
民
芸
能

発
表
会
が
、
７
月
18
日（
月
）海
の
日

に
公
民
館
２
階
大
ホ
ー
ル
で
盛
大
に

行
わ
れ
ま
し
た
。
村
内
外
よ
り
二
百

名
を
超
す
観
衆
の
中
、
14
団
体
が
31

演
目
を
披
露
し
ま
し
た
。
各
団
体
や

個
人
の
日
頃
の
活
動
で
培
っ
た
演
舞

に
は
、
多
く
の
拍
手
が
送
ら
れ
、
大

成
功
を
収
め
ま
し
た
。

　

ま
た
、
今
回
は
演
歌
歌
手
の
三
浦

良
太
さ
ん
の
歌
謡
シ
ョ
ー
も
行
い
、

歌
だ
け
で
な
く
楽
し
い
話
術
に
よ
り

和
や
か
な
雰
囲
気
の
ま
ま
盛
会
の
う

ち
に
終
了
い
た
し
ま
し
た
。

今
月
の
表
紙
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高
齢
者
叙
勲
　
　

〔
旭
日
単
光
章
〕受
賞

元
村
議
会
議
員
　
　
　
　
　

　
小
野
　
留
作
さ
ん（
北
田
）

代表で優良青年消防団員章を
伝達された佐藤班長　　　　

　

小
野
留
作
さ
ん
は
、
昭
和
56
年
に

村
議
会
議
員
に
当
選
し
、
三
期
12
年

に
わ
た
り
議
員
を
務
め
ら
れ
ま
し
た
。

　

そ
の
間
、
議
長
、
副
議
長
等
の
要

職
を
歴
任
さ
れ
、そ
の
功
績
に
よ
り
、

こ
の
た
び
高
齢
者
叙
勲
を
受
章
い
た

し
ま
し
た
。

　

６
月
24
日（
金
）に
叙
勲
伝
達
式
を

村
長
室
で
行
い
、
戸
田
光
昭
会
津
地

方
振
興
局
長
か
ら
勲
記
と
勲
章
が
授

与
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
後
と
も
、
村
勢
発
展
に
ご
尽
力

く
だ
さ
い
ま
す
よ
う
お
願
い
い
た
し

ま
す
。

　

７
月
11
日（
月
）創
業
支
援
事
業
計
画
の
認
定
に
関

す
る
会
見
を
開
き
ま
し
た
。

　

こ
の
計
画
は
、
村
内
で
の
創
業
を
希
望
す
る
方
に

対
し
て
、
村
、
村
商
工
会
、
会
津
商
工
信
用
組
合
が

連
携
し
て
支
援
を
実
施
す
る
と
い
う
計
画
で
、
５
月

20
日
に
国
の
認
定
を
受
け
ま
し
た
。

　

計
画
の
中
身
に
つ
い
て
詳
し
く
知
り
た
い
方
は
、

村
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
い
た
だ
く
か
、
村
産
業

振
興
係
ま
た
は
村
商
工
会
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
る
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

◎
お
問
い
合
わ
せ
先

　

産
業
建
設
課
産
業
振
興
係

　

☎
０
２
４
１
︲
２
７
︲
８
８
４
０

　

湯
川
村
商
工
会

　

☎
０
２
４
１
︲
２
７
︲
３
９
５
７

創
業
支
援
事
業
計
画
の
　

　
　
認
定
に
関
す
る
会
見

第
₆₈
回
福
島
県
消
防
協
会

会
津
坂
下
支
部
幹
部
大
会

　

６
月
26
日（
日
）柳
津
町
「
つ
き
み
が
丘
町
民
セ
ン

タ
ー
」
に
お
い
て
、
会
津
坂
下
支
部
管
内
６
町
村
消

防
団
幹
部
約
３
０
０
名
が
一
堂
に
会
し
、
会
津
坂
下

支
部
幹
部
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

大
会
で
は
、
消
防
活
動
に
お
い
て
多
大
な
る
功
績

の
あ
っ
た
方
々
へ
、
福
島
県
消
防
表
彰
及
び
消
防
協

会
関
係
の
表
彰
、
伝
達
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
受
賞
さ

れ
た
消
防
団
員
の
皆
様
大
変
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。
今
後
益
々
の
ご
活
躍
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

　

な
お
、
本
村
に
お
け
る
各
表
彰
者
は
次
の
と
お
り

で
す
。

◎
福
島
県
消
防
表
彰
（
伝
達
）

◦
永
年
勤
続
章

　

分
団
長　
　

佐
藤　

浩
之
（
本　
　

部
）

　

班　

長　
　

鈴
木　

俊
一
（
王
領
班
）

　

団　

員　
　

東
条　
　

勇
（
上
田
谷
地
班
）

　
　

〃　
　
　

平
松　

博
幸
（
上
扇
田
班
）

　
　

〃　
　
　

渡
部　

義
人
（　

〃　

）

◦
優
良
青
年
消
防
団
員
章

　

班　

長　
　

佐
藤　

亮
仁
（
下
樽
川
班
）

◎
日
本
消
防
協
会
定
例
表
彰
（
伝
達
）

◦
精
績
章

　

副
分
団
長　

東
条　
　

貢
（
本　
　

部
）

◎
福
島
県
消
防
協
会
表
彰
（
伝
達
）

◦
功
績
章　

　

分
団
長　
　

佐
藤　

浩
之
（
本　
　

部
）

◦
精
勤
章

　

部　

長　
　

大
関　

善
則
（
笈
川
班
）

　

班　

長　
　

大
関　

仁
生
（　

〃　

）

　

団　

員　
　

髙
羽　
　

学
（
上
田
谷
地
班
）

◦
退
職
団
員
感
謝
状

　

元
部
長　
　

坂
内　

真
隆
（
本　
　

部
）

　

元
団
員　
　

兼
子　
　

茂
（
勝
常
班
）

◎
福
島
県
消
防
協
会
会
津
坂
下
支
部
定
例
表
彰

◦
功
績
章

　

班　

長　
　

渡
部　

義
人
（
上
扇
田
班
）

◦
精
勤
章

　

団　

員　
　

佐
藤　

幸
二
（
笈
川
班
）

　

団　

員　
　

鈴
木　

章
吾
（
笠
ノ
目
班
）

　

部　

長　
　

武
藤　

辰
徳
（
浜
崎
班
）

　

団　

員　
　

鈴
木　

俊
雄
（　

〃　

）

　

団　

員　
　

五
十
嵐
健
介
（
沼
ノ
上
班
）

　

団　

員　
　

高
畑　

正
樹
（
佐
野
・
三
島
班
）

　

部　

長　
　

外
島　

一
人
（
熊
川
班
）

　

部　

長　
　

佐
藤　

亮
仁
（
下
樽
川
班
）

　

班　

長　
　

津
村　
　

徹
（
中
扇
田
班
）

　

団　

員　
　

渡
部　

和
也
（
堂
畑
班
）

◦
勤
続
章

　

団　

員　
　

大
堀　

貴
裕
（
高
瀬
班
）

　

部　

長　
　

鈴
木　
　

健
（
水
谷
地
班
）

　

団　

員　
　

佐
藤　

孝
司
（
浜
崎
班
）

　

団　

員　
　

櫻
井　

秀
之
（　

〃　

）

　

団　

員　
　

高
木　

和
徳
（
上
扇
田
班
）

　

団　

員　
　

大
八
木
啓
允
（
亀
ケ
代
班
）

　

団　

員　
　

片
桐　

健
幸
（
中
台
班
）

　

班　

長　
　

目
黒　

隆
司
（
石
伏
班
）

※
階
級
は
表
彰
時
に
お
け
る
階
級
の
記
載
と

な
っ
て
お
り
ま
す
。

左から　須田和良湯川村商工会長、三澤村長、
　　　　酒井幸一会津商工信用組合理事長　　

③
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第
₂₁
回
村
民
ハ
イ
キ
ン
グ

―
雄
国
沼
へ
―

在
京
湯
川
会
総
会
開
催

　

６
月
19
日（
日
）第
21
回
村
民
ハ
イ
キ
ン
グ
を

行
い
ま
し
た
。
お
天
気
に
も
恵
ま
れ
、
本
年
度

は
北
塩
原
村
の
雄
国
沼
ハ
イ
キ
ン
グ
コ
ー
ス
を

散
策
し
ま
し
た
。
初
夏
の
新
緑
が
心
地
よ
く
、

途
中
険
し
い
山
道
も
あ
り
ま
し
た
が
、
湿
原
に

た
ど
り
着
く
と
ニ
ッ
コ
ウ
キ
ス
ゲ
の
群
生
が
見

ご
ろ
を
迎
え
、
参
加
者
の
目
を
楽
し
ま
せ
て
い

ま
し
た
。
来
年
も
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

雄国休憩所で集合写真

　

６
月
26
日（
日
）東
京
都
新

宿
区
「
新
宿
ワ
シ
ン
ト
ン
ホ

テ
ル
」
に
お
い
て
第
30
回
在

京
湯
川
会
総
会
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。
村
か
ら
の
来
賓
と

し
て
、
三
澤
豊
隆
村
長
、
斎

藤
賢
一
副
議
長
、
村
議
会
議

員
８
名
、
津
瀧
一
実
商
工
会

副
会
長
、
ま
た
福
島
県
東
京

事
務
所
よ
り
金
成
孝
典
所
長

が
出
席
さ
れ
、
盛
大
な
総
会

と
な
り
ま
し
た
。

　

総
会
終
了
後
の
懇
親
会
で

は
三
遊
亭
菊
春
氏
に
よ
る
落

語
を
は
じ
め
、
湯
川
村
で
作

ら
れ
た
き
ゅ
う
り
や
ト
マ
ト
、

お
味
噌
な
ど
ふ
る
さ
と
の
味

を
楽
し
み
ま
し
た
。
久
し
ぶ

り
の
再
会
で
、
故
郷
の
思
い

出
話
に
花
を
咲
か
せ
た
ひ
と

と
き
と
な
り
ま
し
た
。

　

東
京
近
郊
に
在
住
さ
れ
て
い
る
本
村
出
身
者
の
会
員
を
募
集
し

て
お
り
ま
す
。

　

皆
様
方
の
お
宅
か
ら
東
京
近
郊
に
住
所
を
移
さ
れ
た
方
へ
お
声

を
か
け
て
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。

　

な
お
、
入
会
を
希
望
さ
れ
る
方
が
お
ら
れ
ま
し
た
ら
、
随
時
受

付
け
て
お
り
ま
す
の
で
、
左
記
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

◎
お
問
い
合
わ
せ
先

　

湯
川
村
役
場　

総
務
課
内　

在
京
湯
川
会
事
務
局

　

☎
０
２
４
１
︲
２
７
︲
８
８
０
０

在
京
湯
川
会
会
員
募
集

第
₆₉
回
県
民
ス
ポ
ー
ツ
大
会

　

７
月
３
日（
日
）会
津
坂
下

町
に
お
い
て
第
69
回
県
民
ス

ポ
ー
ツ
大
会
両
沼
大
会
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

　

湯
川
村
か
ら
は
壮
年
ソ
フ

ト
ボ
ー
ル
と
家
庭
バ
レ
ー
ボ

ー
ル
の
２
種
目
に
参
加
し
、

そ
れ
ぞ
れ
高
瀬
チ
ー
ム
、
湯

川
村
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
ク
ラ
ブ

が
代
表
と
し
て
出
場
し
ま
し

た
。

　

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
は
昭
和
村

チ
ー
ム
、
金
山
町
チ
ー
ム
、

会
津
坂
下
町
チ
ー
ム
と
リ
ー

グ
戦
を
行
い
ま
し
た
。
持
ち

前
の
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
を
い
か

し
た
繋
ぎ
の
バ
レ
ー
を
見
せ

ま
し
た
が
、
結
果
4
位
で
予

選
敗
退
と
な
り
ま
し
た
。
壮

年
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
は
雨
天
の

た
め
17
日
に
延
期
と
な
り
試

合
を
行
い
ま
し
た
。
会
津
坂

下
町
の
若
宮
壮
年
ソ
フ
ト
チ

ー
ム
と
対
戦
し
、
高
瀬
チ
ー

ム
は
3
回
ま
で
６
ー
３
で
リ

ー
ド
を
し
て
い
ま
し
た
が
、

続
く
３
回
裏
に
逆
転
を
許

し
、
結
果
７
対
11
で
惜
し
く

も
敗
れ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

い
ず
れ
も
、
会
津
大
会
出
場

は
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
が
、

次
年
度
の
が
ん
ば
り
に
期
待

し
た
い
と
思
い
ま
す
。

壮年ソフトボール、高瀬チーム試合後の集合写真 繋ぎのバレーを見せる湯川村バレーボールクラブ
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１．入居者募集戸数
一般タイプ
　松川団地　１戸（平成４年度建設１戸）
　佐野団地　１戸（昭和５５年度建設１戸）
＊入居開始は平成２８年９月中旬を予定し
ています。

２．募集期間
平成２８年８月　１日（月）～
平成２８年８月１２日（金）
＊期限厳守にて申し込みください。

３．住宅規格　３ＤＫ

４．家賃月額
一般階層
１６，８００円～２５，０００円（松川団地）
１２，５００円～１８，６００円（佐野団地）

裁量階層
３３，０００円（上限額、松川団地）
２４，６００円（上限額、佐野団地）

５．その他の費用負担及び入居条件
①敷金は家賃の３か月分を入居決定時に納
入いただきます。（退去時に還付になり
ます。）

②上・下水道料金、電気料金、ガス料金、
浴槽・風呂釜等は個人負担です。

③物価等の変動により家賃の改定がありま
す。

④駐車場は１戸１台限りとし、車庫の設置
は認めません。

⑤団地内の植栽の維持管理は、入居者が行
うようになります。

⑥犬・猫などのペットの飼育をすることは
できません。
⑦建て増しについては、認めません。
⑧納税の滞納の無い方に限ります。
⑨連帯保証人設定可能な方に限ります。
⑩暴力団員でない方に限ります。

６．入居資格
①現在、住宅に困窮している方。
②同居親族がいる方。ただし、60歳以上
の方や生活保護者・ＤＶ被害者・障がい
者などは単身入居可能です。
③次の収入基準内の収入である方。

７．申し込みに際しての必要な書類
①入居申込書（産業建設課に用意してあり
ます）
②入居者資格誓約書（産業建設課に用意し
てあります）
③住民票（入居者全員分必要です）
④平成２８年度所得証明書（入居者全員分
必要です）
⑤納税証明書（入居者全員分必要です）
⑥婚姻の予約者がある場合は、婚姻の予約
を証する書面

※この募集住宅は、既設住宅であり建築年数も
経過していることから、壁等の汚れなどがあ
り、修繕できかねるところがありますのでご
了承ください。
※申込前に、募集部屋の中を確認できます。

◎お問い合わせ先　湯川村産業建設課建設係
　☎0241−27−8850（内線１４３）

　村営住宅松川団地１戸・佐野団地１戸が空家となりましたので、下記により一般入
居者の募集を行います。
　入居をご希望の方は、下記必要書類を添付の上、募集期間内に申し込みください。
なお、この住宅は公営住宅法に基づく入居基準が定められており、入居資格等に制限
がありますので、詳しいことは産業建設課建設係にお尋ねください。

村営住宅一般入居者募集

収入基準換算表〔給与所得者１人当り年収、（　）は平均月収、単位：円〕

区　分 収入基準
上 限 額

扶　　養　　親　　族
0人 1人 2人 3人 4人 5人

入
居
基
準

一般
階層 158，000 2，967，999

（247，333）
3，511，999
（292，667）

3，995，999
（333，000）

4，471，999
（372，667）

4，947，999
（412，333）

5，423，999
（452，000）

裁量
階層 214，000 3，887，999

（324，000）
4，363，999
（363，667）

4，835，999
（403，000）

5，311，999
（442，667）

5，787，999
（482，333）

6，263，999
（522，000）

＊裁量階層とは、高齢者・障がい者・小学校就学前のお子さんが居る世帯等です。
＊なお、この収入基準換算表は給与所得者１人当りの年収ですので、２人以上の場合は、この収入
基準換算表は使えませんのでお問い合わせください。

⑤
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○
納
期
の
過
ぎ
て
い
る
税
金
を
ま
だ
納
め
て
い
な
い
と
き

に
は
、『
計
画
を
立
て
て
、
早
め
に
納
め
る
』
よ
う
に
し

て
く
だ
さ
い
。

◎
口
座
振
替
に
よ
る
振
替
日
も
８
月
31
日（
水
）に
な
り
ま
す
。

◎
納
付
相
談
・
お
問
い
合
わ
せ
先　
住
民
税
務
課
税
務
係

　
　
　
　
　
　
　
　
　

☎
０
２
４
１
︲
２
７
︲
８
８
２
０

児
童
扶
養
手
当
に
関
す
る
お
知
ら
せ

○
児
童
扶
養
手
当
の
加
算
額
が
変
わ
り
ま
す

　

平
成
28
年
８
月
１
日
か
ら「
児
童
扶
養
手
当
法
」

の
一
部
が
改
正
さ
れ
、
第
二
子
加
算
額
及
び
第
三

子
以
降
の
加
算
額
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
ご
家
庭
の
所

得
に
応
じ
て
増
額
さ
れ
ま
す
。
内
容
に
つ
い
て
は

左
記
の
と
お
り
で
す
。

【
子
ど
も
が
１
人
の
場
合
】

全
部
支
給
：
４
２
，３
３
０
円

一
部
支
給
：
４
２
，３
２
０
円
～
９
，９
９
０
円

【
子
ど
も
２
人
目
の
加
算
額
】

定
額
５
，０
０
０
円

　

⬇
全
部
支
給
：
１
０
，０
０
０
円

一
部
支
給
：
９
，９
９
０
円
～
５
，０
０
０
円

【
子
ど
も
３
人
目
以
降
の
加
算
額
】（
１
人
に
つ
き
）

定
額
３
，０
０
０
円

　

⬇
全
部
支
給
：
６
，０
０
０
円

一
部
支
給
：
５
，９
９
０
円
～
３
，０
０
０
円

○
児
童
扶
養
手
当
現
況
届
の
受
付
期
間
で
す

　

８
月
は
児
童
扶
養
手
当
現
況
届
の
受
付
期
間
で

す
。
現
況
届
は
、
現
在
、
受
給
資
格
が
あ
る
方
に

つ
い
て
、
引
き
続
き
受
給
資
格
を
有
し
て
い
る
か
、

世
帯
の
状
況
に
変
更
が
な
い
か
な
ど
を
確
認
さ
せ

て
い
た
だ
き
、
新
年
度
の
所
得
に
て
支
給
額
の
決

定
を
行
う
た
め
の
手
続
き
で
す
。
支
給
区
分
が
全

部
停
止
の
方
も
対
象
に
な
り
ま
す
。
７
月
下
旬
に

ご
案
内
の
通
知
を
郵
送
に
て
お
届
け
し
ま
す
の
で
、

受
付
期
間
内（
８
月
中
）に
必
ず
受
給
資
格
者
ご
本

人
が
窓
口
で
手
続
き
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

◎
お
問
い
合
わ
せ
先　
住
民
税
務
課
住
民
福
祉
係

　
　
　
　
　

☎
０
２
４
１
︲
２
７
︲
８
８
１
０

個
人
事
業
税
の
納
税
を
お
忘
れ
な
く
！

　

個
人
事
業
税
は
、
県
内
に
事
務
所
・
事
業
所
を
設
け
て
、

物
品
販
売
業
や
不
動
産
貸
付
業
な
ど
、
一
定
の
事
業
を
営

ん
で
い
る
方
に
納
め
て
い
た
だ
く
県
の
税
金
で
す
。

　

会
津
地
方
振
興
局
県
税
部
か
ら
送
付
さ
れ
る
納
税
通
知

書
に
よ
り
、
年
税
額
を
８
月（
第
１
期
分
）と
11
月
（
第
２

期
分
）
の
２
回
に
分
け
て
納
め
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

た
だ
し
、
年
税
額
が
１
万
円
以
下
の
場
合
に
は
、
８
月

に
一
括
し
て
納
め
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

個
人
事
業
税
に
つ
い
て
は
、
便
利
な
口
座
振
替
の
制
度

が
あ
り
ま
す
。

　

手
続
き
は
、
納
税
通
知
書
に
同
封
の
預
金
口
座
振
替
依

頼
書
を
金
融
機
関
に
提
出
し
、
金
融
機
関
で
確
認
を
受
け

た
納
付
書
送
付
依
頼
書
を
県
税
部
に
提
出
し
て
行
い
ま
す
。

　

な
お
、
詳
し
い
こ
と
は
、
左
記
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

◎
お
問
い
合
わ
せ
先　
福
島
県
会
津
地
方
振
興
局
県
税
部

　
　
　
　
　
　
　
　
　

課
税
第
一
課　

事
業
税
チ
ー
ム

　
　
　
　
　
　
　
　
　

☎
０
２
４
２
︲
２
９
︲
５
２
５
１

～新成人の皆さんへ～ 20歳になったら国民年金
　国民年金は、年をとったときやいざというときの生活を、現役世代みんなで支えようという考えで作られた仕組みです。
　具体的には、若いときに公的年金に加入し保険料を納め続けることで、年をとったときや、病気やケガで障害が残った
とき、家族の働き手が亡くなったときに、年金を受け取ることができる制度です。

国民年金のポイント
◎将来の大きな支えになります
　国民年金は２０歳から６０歳までの人が加入し、保険料を納める制度です。
　国が責任をもって運営するため、安定していますし、年金の給付は生涯にわたって保障されます。
◎老後のためだけのものではありません
　国民年金には、年をとったときの老齢年金のほか障害年金や遺族年金もあります。障害年金は、病気や事故で障害が
残ったときに受け取れます。また遺族年金は、加入者が死亡した場合、その加入者により生計を維持されていた遺族
（「子のある配偶者」や「子」）が受け取れます。

「学生納付特例制度」と「保険料納付猶予制度」
★「学生納付特例制度」
　学生の方は一般的に所得が少ないため、ご本人の所得が一定額以下の場合、国民年金保険料の納付が猶予される制度
です。
　対象となる学生は、学校教育法に規定する大学（大学院）、短期大学、高等学校、高等専門学校、専修学校及び各種
学校（修業年限１年以上である課程）、一部の海外大学の日本分校に在学する方です。
★「保険料納付猶予制度」
　５０歳未満の方で、ご本人及び配偶者の所得が一定額以下の場合に、国民年金保険料の納付が猶予される制度です。
◎お問い合わせ先　湯川村役場　住民税務課　住民福祉係　☎0241−27−8810
　　　　　　　　　　　または　会津若松年金事務所　　　☎0242−27−5321

お
勧
め
し
ま
す
！

個
人
事
業
税
の
口
座
振
替
納
税

今
月
の
納
税

８
月
31
日（
水
）ま
で

村
県
民
税　

第
２
期
分

納
税
は
『
納
期
限
ま
で
に
』
お
願
い
し
ま
す
。

⑥
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「未来につなぐ相続登記」〜相続登記はお済みですか〜

「
お
は
な
し
広
場
」

　
　
の
お
知
ら
せ

　
〝
お
は
な
し
の
会
ゆ
が
わ
〟
で
は
、

5
月
に
開
講
式
を
行
い
、
絵
本
の
楽

し
さ
を
伝
え
る
た
め
の
読
み
聞
か
せ

や
工
作
等
で
遊
ぶ
活
動
を
し
て
い
ま

す
。
興
味
の
あ
る
方
は
ぜ
ひ
ご
参
加

し
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

○
今
後
の
予
定
日

8
月
20
日（
土
）、
9
月
10
日（
土
）、

10
月
22
日（
土
）、
12
月
10
日（
土
）、

1
月
14
日（
土
）、
2
月
18
日（
土
）、

3
月
11
日（
土
）

○
時
間　
午
前
10
時
～
11
時

○
場
所　
ユ
ー
ス
ピ
ア
ゆ
が
わ

○
対
象　
乳
幼
児
か
ら
小
学
生
ま
で

◎
お
問
い
合
わ
せ
先

お
は
な
し
の
会
ゆ
が
わ

　
　
　
　
　

代
表　

芦
澤　

陽
子

ユ
ー
ス
ピ
ア
ゆ
が
わ

☎
０
２
４
１
︲
２
７
︲
８
８
８
０

マイナンバーの通知カードをなくしてしまったときは

　マイナンバーの通知カードをなくしてしまったときは、再交付をすることができます。（手数料500円）
　また、写真入りのマイナンバーカード（個人番号カード）を作ることもできます。（初回無料）
　いずれも発行まで一ヶ月から二ヶ月程度かかります。
　お急ぎでマイナンバーの確認が必要な方は、住民票にマイナンバーを記載したものを発行することも
できますのでお申出ください。

通知カードの再交付申請について
○申請に必要なもの
１．運転免許証やパスポートなどの本人確認書類
２．再交付手数料５００円
３．印鑑
４．遺失届を届け出た警察署の連絡先と遺失届受理番号が記載された書類
　（家の外で紛失された方のみ）
５．消防署または役場で発行する罹災証明書（焼失した方のみ）

※代理人による申請の場合は、上記の必要書類に加えて、代理人の本人確認書類、委任状が必要です。
※１５歳未満の方、成年被後見人の方は法定代理人（親権者や後見人）による申請となり、湯川村に本
籍がない場合は関係を確認するため戸籍謄本が必要です。

◎お問い合わせ先　住民税務課住民福祉係　☎０２４１－２７－８８１０

　相続した不動産（土地・建物）についての相続登記（名義変更）は、不動産の所在地を管轄する法務
局に申請していただく必要があります。
　長い間、相続登記をしないで放置してしまいますと、更に相続人が死亡されることで、相続権のある
人（子・孫・ひ孫等）が次第に増えてしまい、誰が相続するのか話し合って決めることが難しくなって
しまうおそれがあります。
　相続登記は、登記をしなければ罰せられるというものではありませんが、しないまま放置されること
は、自分の子孫等に手間と費用をかけさせてしまう結果となります。
　また、相続登記をしていないと、次のような様々な問題が発生することがあります。
◦土地を売って現金化したいが、土地の名義が曽祖父名義のため、すぐに所有権移転登記ができない。
◦空き家を有効利用したいが、所有者が分からず交渉できない。
◦森林の所有者が分からず、山が荒廃している。
◦用地買収の話があったが、相続人間で争いになった。
◦所有者との連絡が取れず、災害復旧などの緊急性のある工事が遅れる。
　このようなトラブルを未然に紡ぐためにも、早めに相続登記をしましょう。

◎お問い合わせ先　○福島県司法書士会
　　　　　　　　　〈電話による相談〉月～金（除く祝日）
　　　　　　　　　　受付時間　午前１０時から１２時・午後１時から４時
　　　　　　　　　　フリーダイヤル　0120−81−5539
　　　　　　　　　○福島地方法務局　※登記相談は事前予約制による面談のみ
　　　　　　　　　　若松支局　☎0242−27−1501

⑦
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平成28年度自衛官採用試験日程

　平成２９年４月１日付で採用する職員を募集します。

○募集職種　一般事務職員
○採用人数　若干名
○応募方法　募集要項の詳細は日本赤十字社福島県支部のホー

ムページ（https://fukushima.jrc.or.jp/）にて
ご確認願います。

○募集期間　平成２８年８月１日（月）〜９月６日（火）
○応募締切　平成２８年９月６日（火）１７時必着

◎お問い合わせ先
日本赤十字社福島県支部　総務課　採用担当（深谷）
☎０２４−５４５−７９９７

日本赤十字社福島県支部
職員募集

　15～39歳までの若者で、就業を目指す方や弊所の利用を
経て就職をした方の、就職に向けたお手伝いや職場定着に向け
たフォロー、キャリアアップのためのサポートを行う就労支援
施設です。利用料は無料です。一人ひとりの状況等に応じて継続
的な支援を行います。まずは一度気軽にお問い合わせください。

○主な支援
◆就職を目指す方向け
個別相談・職場体験・各種講座（PC、ビジネスマナー、コ
ミュニケーション、自己分析、応募書類作成、面接練習等）
◆弊所の利用を経て就職した方向け
個別相談・懇談会・各種講座（ビジネスマナー等）

◎お問い合わせ先　会津地域若者サポートステーション

（月～水・金曜日／午前9時～午後6時　　　　　　　　
木曜日／午前9時～午後7時　土曜日／午前10時～午後4時）

　☎0242−32−0011
　E-mail：info@job-sapo.com

　平成29年３月新規大学等を卒業予定の方、平成26年３月
以降に大学等を卒業して、現在就職活動をしている方を対象に、
正社員で雇用する計画のある県内企業との面接会を開催します。
　是非ご参加ください。

○開催日等　平成28年８月17日（水）
〜「ユースエール認定企業・若者応援宣言企業」
を中心に県内企業300社が参加予定〜

〈実施内容〉⃝事業所ＰＲタイム　	10時〜 12時45分
　　　　　　⃝合同就職面接会　	13時30分〜 16時
〈会場〉ビッグパレットふくしま（郡山市南二丁目52番地）
○主　催　厚生労働省福島労働局（新卒応援ハローワーク、ハ

ローワーク）、福島県
○その他　①事前申込不要、お気軽にお越しください。

②参加事業所は開催１週間前までに、福島労働局ホ
ームページ上で公開します。
③事業所ブースにおける人事担当者との面談、ハロ
ーワーク等各機関による職業相談・情報提供等を
行います。

◎お問い合わせ先　福島労働局職業安定課
　　　　　　　　　☎０２４−５２９−５３９６

厚生労働省委託事業
「会津地域若者サポートステーション」

〜学生等の皆さんへ〜
ふくしま大卒等

合同就職面接会開催のお知らせ

コース名 日　時 金額 締　切

（受験対策コース）
１級電気工事施工
管理技士（実地）

（定員１５名）

9月
1，2，8，9日
9：00～16：00

受講料
7，900円
教材費
2，700円

８月１７日（水）

（受験対策コース）
危険物取扱者乙４

（定員１０名）

9月
20，21，23，26，
27，29日
10月3，6日
18：00～20：00

受講料
3，900円
教材費
1，600円

９月　２日（金）

○場　　所　テクノアカデミー会津

○申込方法
「受講申込書」に記入し、下記住所へメール、郵送、持参、
もしくはFAXで送信してください。（「受講申込書」は、本校
ホームページ http://www.tc-aizu.ac.jp/ 経営企画部門か
らダウンロードしたものをお使いください）

○お問い合わせ先　
〒９６９－３５２７　喜多方市塩川町御殿場４－１６
県立テクノアカデミー会津
　☎　　０２４１－２７－３２２１
ＦＡＸ　０２４１－２７－３３１２
メール　aizu-ta@pref.fukushima.lg.jp

テクノアカデミー
会津からのご案内

採用種目 資　　格 受付期間 試　　験 日　　時 試験会場 備　　考

自衛官候補生	
（男子） １８歳～２７歳未満 年間を通じて

行っております。

筆記試験 ９月１７日（土）午後 会 津 大 学

筆記試験、口述試験・
身体検査の両方を受験
します。

口述試験・身体検査
９月２５日（日)～２９日（木）	
１０月１日（土）	
＊指定する１日

福島駐屯猪	
郡山駐屯地

自衛官候補生	
（女子） １８歳～２７歳未満 ７月１日～９月８日 筆記試験	

口述試験・身体検査 ９月２４日（土） 郡山駐屯地

一般曹候補生 １８歳～２７歳未満 ７月１日～９月８日
１次試験（筆記） ９月１７日（土）午前 会 津 大 学

１次試験合格者の２次
試験（口述試験・身体
検査）については、後
日通知します。

２次試験
（口述試験・身体検査）

１０月６日（木）～９日（日）	
＊指定する１日

福島駐屯地	
郡山駐屯地

航空学生 高卒（見込含）	
２１歳未満 ７月１日～９月８日 １次試験（筆記） ９月２２日（木） 郡 山 市

労働福祉会館

試験日程は上記のようになっております。尚、詳しいことは、担当の広報官にお尋ねください。（受験料はすべて無料です）
◎お問い合わせ先　自衛隊　福島地方協力本部　会津若松出張所
　　　　　　　　　会津若松市門田町大字黒岩字大坪５７－１　☎０２４２－２７－６７２４　担当：伊東
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〈除雪機械オペレーター（運転手）〉
１．募集予定人員
８名

２．応募資格
昭和２６年１２月２日以降に生まれた方で、大型特殊免許・作業免許資格を有する者。

３．雇用期間
平成２８年１２月８日から平成２９年２月２８日まで
（但し、平成２８年１２月１日から平成２８年１２月７日まで除雪作業準備・平成２９年３月
１日から平成２９年３月７日までは除雪作業片づけのため労務員として雇用）

４．雇用条件
①勤務日　土・日・祝日及び年末・年始を除いた日
②勤務時間　午前８時３０分から午後５時１５分まで
③その他詳細は、湯川村賃金支弁職員雇用管理規定に基づく
　（※積雪状況により早朝・夜間作業等があります。）

〈防雪柵設置・撤去作業員〉
１．募集予定人員
１０名

２．応募資格
昭和２６年１１月２日以降に生まれた方で、大型特殊免許・小型移動式クレーン等作業免許が
あれば望ましい。

３．雇用期間
平成２８年１１月１日から平成２８年１１月３０日まで（防雪柵設置作業員）
平成２９年３月８日から平成２９年３月３１日まで（防雪柵撤去作業員）

４．雇用条件
①勤務日　土・日・祝日及び年末・年始を除いた日
②勤務時間　午前８時３０分から午後５時１５分まで
③その他詳細は、湯川村賃金支弁職員雇用管理規定・防雪柵設置作業員及び防雪柵撤去作業員
の賃金等に関する要綱に基づく

申込方法
（１）申込書（産業建設課に準備してあります）免許・資格の写し
（２）受付期間

平成２８年８月１日（月）から８月３１日（水）まで
（受付時間は、午前８時３０分から午後５時まで）
なお、欠員が生じた場合は随時募集します。

（３）提出先　産業建設課建設係
（４）選考方法及び採用通知

選考は書類選考とし、これにより採用を決定します。
採用が決定した方には、平成２８年９月末日までに通知します。

（５）お問い合わせ先
産業建設課　建設係　☎０２４１−２７－８８５０

除雪機械運転手・
防雪柵設置・撤去作業員募集

平成２８年度の除雪機械オペレーター（運転手）・防雪柵設置・撤去作業員を募集します。
ご希望の方は、以下の要領によりお申し込みください。
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	 ＊注意：〈　〉の中はビリーの発音をカタカナで書いています。
Billy’s English Class !　ビリー先生の英会話 最終弾!

　今回はお別れの言葉を紹介したいと思います。

「Thank you for everything」〈センキュ　フォー　エブリシングゥ〉“今までありがとうございます”という意味です。
このフレーズは、みんな別れる時や大きい仕事を終えた時に使います。

　他の表現もいくつかあります。

１．「I wish you luck in everything」〈アイ　ウィシュ　ユー　ラックゥ　イン　エブリシングゥ〉“いろいろ頑張ってくだ
さい”という意味です。

２．「Good luck and stay well」〈グッドゥ　ラックゥ　アンドゥ　ステイー　ウェル〉“頑張ってください、そしてお元
気で”という意味です

３．「I hope to see you soon」〈アイ　ホープ　トゥ　シー　ユー　スーン〉“早く会えるといいね”という意味です。

　みんなもうわかりましたか？

　私は湯川村に来てもう５年過ぎました。本当にあっという間でした。湯川村で
学んだことや出会った人との思い出は決して忘れません！これからも湯川村で学
んだことを次のところに生かし頑張りたいと思っています！５年間本当にありが
とうございました。

P.S. 時間がありましたら、湯川村に遊びにきますので、その時はよろしくお願いいたします！

　質問があれば、ぜひ湯川英会話にメールしてください！来月の広報も楽しみにしていてください。
kyouiku@vill.yugawa.fukushima.jp

知っていますか? 建退共制度
　建退共制度は、中小企業退職金共済法に基づき建設現場労働者の福祉の増進と建設業を営む中小企
業の振興を目的として設立された退職金制度です。
　この制度は、国の制度なので安全、確実、申し込み手続は簡単です。
　事業主の方々が、労働者の働いた日数に応じて掛金となる共済証紙を共済手
帳に貼り、その労働者が建設業界で働くことをやめたときに、建退共から退職
金を支払うという、いわば業界全体での退職金制度です。

☆建退共から事業主の皆様へのお願い
◦共済証紙は、労働者の就労日数に応じて適正に貼付してください。
◦ ｢建設業退職金共済手帳」を所持している労働者が、建設業界を引退するときは、忘れずに退職
金を請求するよう指導してください。

　建退共のホームページに、制度説明用動画、Ｑ＆Ａなど建退共
制度の知りたい情報が記載されています。ぜひ、アクセスしてご
覧ください‼

※詳細については、最寄りの建退共支部へお問い合わせください。
◎お問い合わせ先　建退共福島県支部　☎０２４－５２３－１６１８

加入できる事業主：建設業を営む方
対象となる労働者：建設業の現場で働く人
掛金：日額310円

建退共

平成28年４月１日から建退共の制度が一部変更になりました。
Ⅰ　退職金の予定運用利回りが2.7％から3.0％に変更されました。
Ⅱ　退職金の不支給期間が掛金納付月数12月未満に緩和されました。
（遺族請求は従前どおり12月未満で変更ありません）

Ⅲ　被共済者による移動通算の申出期間が３年以内にまで延長されました。
Ⅳ　移動通算できる退職金額の上限が撤廃されました。
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水に注意
　夏は川や海へ遊びに行く機会が増え、それに伴い水の事故も増えて
しまいます。水のあるところには必ず事故の危険性が潜んでいます。
水の怖さを再認識しましょう。
　水での事故は子供たちだけで遊んでいる
ときに多くおこっています。
　水辺で遊ぶときは大人の人と一緒に遊び
ましょう。

溺水者に対しての応急処置
溺れている人を見つけたら！
①１人で助けようとせず、周りの人を呼びましょう。（救急車を呼ぶ、
AEDの手配）

②水に入らずに助ける方法を考えましょう。泳いで助けるのは最終手
段です。

③呼吸を確認し、呼吸をしていなければ心臓マッサージを３０回行う。
④心臓マッサージの後、人工呼吸を ２回行う。
⑤心臓マッサージと人工呼吸を救急車が
来るまで続ける。

日頃からの準備
①家庭で話し合う。
水難事故未然防止について、危険な場所について、日頃から話し合う。

②応急手当の知識を身につける。
「救命講習」を受講して、普段から心肺蘇生法（心臓マッサージ・人
工呼吸）等の応急手当ができるようにしておく。　

会津若松消防署十文字出張所
電　話　0242－75－2151
ＦＡＸ　0242－75－2196

消防署からのお知らせ

※消防署では、応急処置等
の救急講習会を随時受け
付けております。

会津坂下町でなりすまし詐欺が発生!!
会津坂下警察署からのお知らせ

湯川村内街頭犯罪等発生状況（平成28年 6 月中）

区　分
街　　頭　　犯　　罪 街

頭
犯
罪
合
計

そ
の
他
刑
法
犯
等

全
刑
法
犯

強

盗

空
き
巣

忍
込
み

事
務
所
荒
し

出
店
荒
し

自
動
車
盗

オ
ー
ト
バ
イ
盗

自
転
車
盗

自
販
機
ね
ら
い

車
上
ね
ら
い

ひ
っ
た
く
り

部
品
ね
ら
い

強
制
わ
い
せ
つ

管　内 2 1 1 1 7 4 16 41 57
湯川村 1 1 3 4
※その他刑法犯等には、暴行、傷害、万引き、詐欺、器物損壊などの
犯罪発生件数が含まれます。

※上記発生件数は、平成28年 1 月 1 日からの累計数となっています。

○投資の権利を譲ってくれ　○名義を貸して
○名義貸しは犯罪　○宅急便やレターパックで現金を送れ
などと言われたら詐欺です。
一人で悩まず、家族や警察に相談してください

　３月上旬ころ、80歳代女性の自宅に投資案内の封書が
届き、数日後、男性から自宅に電話がかかってきて、医
薬品に関する投資話を持ちかけられ初めは断ったが、「投
資する権利を譲ってくれ。」などと電話で言われ承諾した
ところ、後日、弁護士を名乗る男性から「投資の件で問
題になっている。」などと言われ、事件解決費用として現金を送付

するように言われた。
　更に後日、警察官を名乗る男性から電話で「家族に
迷惑がかかる。」などと言われ、信じた女性は計5回、
合計1,810万円を宅配便で送付した。
　その後、相手方に電話したが使われておらず、警察
署に相談し被害が判明したもの。

カクニンジャー福くん
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ゼ
ロ

	

歩
行
者
優
先
の
日

７
日（
日
）村
民
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会

11
日（
木
）山
の
日

15
日（
月
）成
人
式

21
日（
日
）村
民
グ
ラ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会

25
日（
木
）幼
・
小
・
中
学
校

	

第
二
学
期
始
業
式

（
上
段
は
人
身
事
故
・
下
段
は
物
損
事
故
）

村内の交通事故
件数

12平成27年
（ 1月〜12月）

平成28年
6 月

平成28年
累　　計

0

7

78

交通死亡事故ゼロ日数
（平成28年 6 月30日現在） 165日

8

41

死亡

0

0

1

傷者

19

0

10

　

家
庭
の
話
し
合
い
、
一
緒
の

食
事
の
励
行
、
親
子
ふ
れ
あ
い

運
動
を
実
施
し
ま
し
ょ
う
。

毎月
「
第
３
日
曜
日
」
は

「
家
庭
の
日
」
で
す

あ
い
さ
つ
運
動

あ 

明
る
く　

い 

い
つ
で
も

さ 

先
に　
　

つ 

続
け
て

湯
川
村
青
少
年
育
成
村
民
会
議

一
声
運
動
を
普
及
し
ま
し
ょ
う
。

戸籍の窓口

※この欄に掲載を希望しない方は、住民税務課
住民福祉係へ申し出てください。

◦村の花…
　　アジサイ

◦村の木…
　　イチョウ

◦村の鳥…
　　カッコウ

（６月受付）

今月のオフショット

今年から導入される
８月１１日の「山の日」
山に親しむ機会を得て、
山の恩恵に感謝する日です

お誕生おめでとうございます
（地　区） （両　親） （子）

美 田 園 星　　　耕
　　奈津美 舷

げん

田　　中 鈴木　秀基
　　　千佳 秀

しゅうや

弥

三　　島 坂本　　孝
　　　恵美 健

け

衣
い

桜づつみ 森　　　赳
　　　有沙 凛

り

帆
ほ

謹んでお悔やみ申し上げます
（地　区） （本　人） （年齢）
北　　田 小野トシエ ８８歳
勝　　常 髙橋　勝子 ６４歳
沼 ノ 上 鈴木千惠子 ６４歳

人の動き（７月１日現在）

総人口（前月比）
総人口 3,346人（△　9）
男 1,607人（△　1）
女 1,739人（△　8）
世帯数 1,008世帯（　　1）

ビリー先生は７月末にて
湯川村を離れました
英会話教室の生徒さんと
最後の一枚

　合併50周年記念事業の一環として、村のキャラクター
を公募し、平成19年5月に決定後、平成25年の夏に誕生
しました。8月18日誕生日ということでご紹介します。
　湯川村産のおいしいお米を炊いた「ご飯」を擬人化し
たもので、村内外のイベントで湯川村のＰＲ活動に努め
ています。イベント等で見かけた際は、お気軽にお声か
けください。

8月18
日 お誕生日おめでとう!

湯川村キャラクター

「ゆがわまいちゃん」

８
月
18
日

➡

八
月
十
八
日

➡
八
十
八

➡八十八
八十八➡米

⑫


